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学部、修士を通じて人物を主たるモチーフとする彼女は、博士課程において、人間が感情の中に持つ善の
要素と負の要素に主眼を置いて創作研究を行ってきた。博士論文「祈りの庭」において、それらの要素は「祈
り」と「毒」という二つのキーワードに表される。幼少の頃から、尊く美しいとされる信仰心、すなわち「祈
り」に反目しながらも密接に関わりあってきた彼女にとって、人間の持つ業、悩み、悲しみ、怒りといった
負の側面もまた、感情の上で切り離すことの出来ない表裏一体の要素であった。そうした要素を、彼女は独
自の観点から「毒」と表現する。 
作品においても、それら二つの要素が、言うに言われぬ情感を孕みながら表現されているように感じる。
例えば、彼女の作品に表される柔らかなグレートーンやセピアの諧調、そしてその中に交じり合う金属顔料
の色味。それは懐かしい幼少期の記憶を背景とした温もりを含みつつも、どこか陰りを感じる。それは、予
定調和に美化することの出来ない過去の閉塞感や孤独、不安といった負の要素が、画面に暗い陰を与えるの
だろう。しかし作品として観ると、彼女の表す「毒」は効果的な表現として現れる。ともすれば甘ったるく
なりがちな作品全体の雰囲気に、彼女の「毒」はまるで時代を経た古画の色調のごとく、わびさびにも通じ
る心地良い落ち着きを与える。作品としての力強さに欠けるきらいがあるものの、観る者にあからさまな刺
激や嫌悪感を与える毒々しさとは異なり、彼女の「毒」は甘さの中に投じられたスパイスのような役割を果
たす。それは、彼女独自の優れた美的感覚の妙によって表現されたものであり、今後の制作活動において大
きな武器となるだろう。 
今後の展望として、作品あるいは作品に描かれたモチーフを解釈する上で、普遍的な知識や理屈に寄る事
なく、自ら理屈を創造し表現する作家となる事を目指してほしい。当たり前の物やあらかじめ用意された正
解を説明するのではなく、時にはあえて不正解という解釈を提示し、社会に一石を投じる事が出来るのが作
家であるならば、彼女には、何かの引用ではないオリジナルの物語を紡ぎ出し、より深みある表現世界の作
り手となることを大いに期待したい。 
彼女の論述ならびに作品は、これまでの創作研究の成果として評価に値し、またこの先の作家としての展
望を期待させるものである。審査員全員の協議の結果、博士論文ならびに研究作品は学位研究に相応しいと
判断する。 
 
